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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期第１四半期  2,150  △15.3  17  △59.4  20  △62.9  21  △69.9

24年３月期第１四半期  2,540  2.9  42  －  55  －  69  －

（注）包括利益 25年３月期第１四半期 24百万円（ ％） △70.1   24年３月期第１四半期 81百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期第１四半期  335.34  333.61

24年３月期第１四半期  1,117.28  1,108.46

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

25年３月期第１四半期  6,163  5,209  84.5

24年３月期  6,208  5,186  83.5

（参考）自己資本 25年３月期第１四半期 5,208百万円   24年３月期 5,182百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
24年３月期  － 0.00 － 0.00  0.00

25年３月期  －       
25年３月期（予想）   0.00 － 1,500.00  1,500.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  4,780  △5.2  100  △5.5  130  △14.6  120  △27.2  1,913.22

通期  10,100  1.8  520  52.7  550  40.8  500  43.4  7,968.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳

細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期１Ｑ 62,774株 24年３月期 62,586株

②  期末自己株式数 25年３月期１Ｑ 8株 24年３月期 8株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期１Ｑ 62,676株 24年３月期１Ｑ 62,511株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

売上高 

 当第１四半期連結累計期間（４－６月）の売上高は、前年同期比15.3％減の2,150百万円となりました。広告・課

金事業につきましては堅調に推移いたしましたが、ブロードバンド事業において新しい料金体系へのシフトが加速し

たことにより連結会社全体での売上高が減少いたしました。当期は期初より成長戦略への傾注を明確にしており、６

月にはインドネシアにて現地の有力財閥企業と提携し、ポイントプログラムサービスを開始しました。また７月に

は、ブロードバンド事業のサービス拡充のため、モバイル無線サービスの提供を開始しました。 

 広告・課金事業におきましては、ディスプレー広告が前年同期並で推移する一方で、リスティング広告が減収とな

りました。また課金コンテンツでは、音楽系サービスが売上減となりましたが、「電話占い」等の有料サービスが堅

調な伸びを示しております。これらの結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比8.5％減の1,210百万円となりま

した。 

 ブロードバンド事業につきましては、これまではNTTの回線サービス「Ｂフレッツ」と当社のプロバイダーサービ

スをセットで販売する料金プランが売上の大半を占めておりましたが、一昨年度よりNTT側において当社のプロバイ

ダーサービスを取り扱うサービスが開始されたことに伴い、プロバイダーサービス料金のみが売上に計上される販売

へのシフトが進んでおります。この結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比22.8％減の939百万円となりまし

た。 

  

営業利益 

 当第１四半期連結累計期間の営業利益は前年同期比59.4％減の17百万円となりました。売上高の減少により売上総

利益が前年同期比10.7％減の885百万円になったことが減益の主な要因となります。一方、販売費及び一般管理費に

つきましては、前年同期比8.5％減の868百万円となりました。業務提携の費用（レベニューシェア）や業務委託費が

減少しました。 

 セグメント別では、広告・課金事業のセグメント利益（営業利益）は、前年同期比3.5％増の161百万円となりまし

た。広告販売における減収の影響を補うべく経費の削減に努めたほか、音楽系サービスの減少を収益性のよいオリジ

ナルの課金サービス（電話占い等）で支え、微増益となりました。 

 ブロードバンド事業のセグメント利益は、前年同期比30.3％減の43百万円となりました。通信系のサービスを拡充

するため、７月よりモバイル用のデータ通信端末やカードの取り扱いを新たに開始いたします。これに伴い、プロバ

イダーをはじめとする通信系サービスとの関連が低くなりつつある一部周辺サービスを終了いたしました。このサー

ビス群の整理による減収が、当第１四半期連結累計期間は影響し、減益となりました。 

  

報告セグメントごとの売上高及び営業利益 

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。 

  

四半期純利益 

 当第１四半期連結累計期間は、営業外収益を4百万円、営業外費用を1百万円計上しました。持分法による投資損益

が、前年同期は5百万円の収益でしたが、当第１四半期連結累計期間は554千円の費用となりました。これらの結果、

四半期純利益は、前年同期69.9％減の21百万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
前第１四半期 

連結累計期間 

当第１四半期 

連結累計期間 
増減額 

売上高:  

 広告・課金事業  1,323  1,210 △112 

 ブロードバンド事業  1,216  939 △276 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  2,540  2,150 △389 

   

セグメント利益（営業利益）:  

 広告・課金事業  155  161 ＋5 

 ブロードバンド事業  62  43 △19 

 調整額（管理部門の費用等）  △175  △187 △11 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  42  17 △25 



  

 なお、平成24年6月26日に開催した第15期定時株主総会にて欠損填補に関する議案が承認可決いたしました。これ

により個別決算における資本準備金が前事業年度末に比べ1,635百万円減少しました。当第１四半期会計期間末の個

別の資本準備金は1,886百万円となりました。同じく個別の利益剰余金は、前事業年度末では1,770百万円の欠損を計

上していましたが、当第１四半期会計期間末で17百万円となりました。 

     

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年５月10日に発表しました「平成24年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載の第２四半期連結

累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。 

 当第１四半期連結累計期間は、期初計画（上記決算短信３ページに記載の「（２）次期の見通し」参照）に概ね

沿った進捗となっており、スマートフォンの普及を背景に広告商品やコンテンツの開発は順調に進んでおります。

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりましたが、より

合理的かつ正確に算定を行うため、当第１四半期連結会計期間より年度の決算と同様の方法で計算する方法に

変更しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっており

ますが、当該会計方針の変更の遡及適用による前第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

   

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,143,835 1,264,664

売掛金 1,735,452 1,513,458

貯蔵品 1,279 1,384

関係会社預け金 2,806,581 2,806,969

その他 51,107 59,307

貸倒引当金 △3,079 △2,850

流動資産合計 5,735,176 5,642,934

固定資産   

有形固定資産 55,719 84,500

無形固定資産 71,900 77,962

投資その他の資産   

投資有価証券 269,186 282,679

その他 131,332 129,374

貸倒引当金 △54,542 △53,760

投資その他の資産合計 345,976 358,293

固定資産合計 473,596 520,756

資産合計 6,208,772 6,163,690

負債の部   

流動負債   

買掛金 516,046 487,104

リース債務 20,337 13,516

未払法人税等 17,977 6,069

引当金 99,468 25,750

その他 354,782 406,790

流動負債合計 1,008,613 939,231

固定負債   

リース債務 1,730 1,499

繰延税金負債 12,138 13,275

固定負債合計 13,869 14,774

負債合計 1,022,482 954,006

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,233,997 3,235,428

資本剰余金 3,654,878 1,886,159

利益剰余金 △1,723,384 67,784

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 5,160,662 5,184,542

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,920 23,701

その他の包括利益累計額合計 21,920 23,701

新株予約権 3,706 －

少数株主持分 0 1,439

純資産合計 5,186,290 5,209,684

負債純資産合計 6,208,772 6,163,690



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 2,540,059 2,150,473

売上原価 1,548,301 1,264,508

売上総利益 991,757 885,964

販売費及び一般管理費 948,971 868,583

営業利益 42,786 17,381

営業外収益   

受取利息 3,335 1,232

受取配当金 2,450 2,498

持分法による投資利益 5,654 －

為替差益 233 －

その他 1,485 610

営業外収益合計 13,159 4,341

営業外費用   

支払利息 708 130

持分法による投資損失 － 554

為替差損 － 580

その他 165 0

営業外費用合計 874 1,265

経常利益 55,071 20,456

特別利益   

敷金及び保証金清算益 16,296 －

新株予約権戻入益 － 3,706

特別利益合計 16,296 3,706

税金等調整前四半期純利益 71,368 24,163

法人税、住民税及び事業税 1,526 1,706

法人税等合計 1,526 1,706

少数株主損益調整前四半期純利益 69,842 22,456

少数株主利益 － 1,439

四半期純利益 69,842 21,017



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 69,842 22,456

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11,297 1,780

その他の包括利益合計 11,297 1,780

四半期包括利益 81,140 24,237

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 81,140 22,798

少数株主に係る四半期包括利益 － 1,439



該当事項はありません。 

   

 当社は、平成24年６月26日開催の第15期定時株主総会の決議により、資本準備金を 千円を減少さ

せ、その他資本剰余金に振り替えました。また、利益準備金 千円及びその他資本剰余金 千円を

繰越利益剰余金に振り替え、欠損補填を行いました。この結果、資本剰余金が 千円減少し、利益剰余

金が 千円増加しております。 

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３.会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び国内連結子会

社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。当該変更によ

る、各報告セグメントのセグメント利益に与える影響は軽微であります。  

  

 該当事項はありません。   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

1,635,269

8,604 1,770,151

1,770,151

1,770,151

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,323,537  1,216,521  2,540,059 －  2,540,059

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  1,323,537  1,216,521  2,540,059 －  2,540,059

セグメント利益  155,653  62,749  218,402  △175,616  42,786

△175,616 △175,616

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,210,729  939,743  2,150,473 －  2,150,473

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  1,210,729  939,743  2,150,473 －  2,150,473

セグメント利益  161,154  43,713  204,867  △187,486  17,381

△187,486 △187,486

（６）重要な後発事象


	ヘッダー3: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	ヘッダー4: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	ヘッダー5: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	ヘッダー6: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	ヘッダー7: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	ヘッダー8: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	ヘッダー9: エキサイト株式会社（3754）平成25年3月期 第1四半期決算短信
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -


